
2013. ８3 2013. ８ 2

　

私
は
隊
の
本
部
付
の
検
閲
係
で
し
た
。

　

戦
時
中
で
内
地
か
ら
の
手
紙
が
多
く
、

中
に
は
恋
人
や
妻
か
ら
の
甘
い
手
紙
が
あ

り
、
兵
士
は
、
皆
、
内
地
か
ら
の
手
紙
を

大
事
に
自
分
の
胸
に
下
げ
て
い
ま
し
た
。

　

各
中

※

隊
参
り
中
に
、
意
地
悪
な
上
官
か

ら
ベ
ッ
ド
の
段
下
を
「
う
ぐ
い
す
の
谷
渡

り
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
」
と
鳴
き
な
が
ら
渡
る

よ
う
に
、
命
令
さ
れ
、
辛
い
思
い
を
し
ま

し
た
。

　

上
官
の
命
令
は
絶
対
で
、
命
令
に
た
め

ら
っ
た
り
す
る
と
、
素
手
で
殴
ら
れ
ま
し

た
。
当
時
の
日
本
軍
で
は
、
至
る
と
こ
ろ

で
、
こ
の
よ
う
な
上
官
の
暴
力
が
あ
り
ま

し
た
。

　

私
は
幸
い
に
も
、
終
戦
の
年
の
十
二
月

一
日
に
、
中
国
の※

石せ
っ

家か

荘そ
う

を
出
発
し
て
天て
ん

津し
ん

港
に
行
き
、
天
津
港
か
ら
ア
メ
リ
カ
海

　

山
梨
高
専
の
一
年
生
の
と
き
、
出
征
し

た
義
兄
の
姉
の
家
に
同
居
し
て
い
た
昭
和

二
十
年
七
月
六
日
夜
十
一
時
五
十
三
分
、

空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
二
階
の

窓
ガ
ラ
ス
に
目
も
眩
む
ば
か
り
の
青
白
い

閃
光
が
映
っ
た
。
照
明
弾
だ
。
愛
宕
山
が

真
っ
赤
な
炎
を
上
げ
て
い
る
。
驚
き
、
姉

二
人
に
逃
げ
る
よ
う
に
叫
ん
だ
。
私
は
、

カ
ー
キ
色
の
学
生
服
に
ゲ

※

ー
ト
ル
、
戦
闘

帽
の
上
に
防
空
頭
巾
を
付
け
、
路
地
を

走
っ
た
。

　

空
は
赤
黄
色
の
閃
光
の
列
、
街
の
四
方

は
真
っ
赤
な
炎
が
闇
空
を
焦
が
し
、
街
を

火
の
壁
で
包
囲
す
る
よ
う
に
火
柱
を
上
げ

て
燃
え
て
い
る
。
逃
げ
ら
れ
ぬ
よ
う
に
街

の
周
り
に
ガ
ソ
リ
ン
と
焼

※

夷
弾
を
落
と
し

続
け
て
い
る
。
頭
上
に
赤
黄
色
が
閃
き
、

焼
夷
弾
が
数
発
、
近
く
で
炸
裂
し
た
。
黄

燐
が
飛
び
散
り
、
火
の
玉
の
よ
う
に
燃
え
、

家
々
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、
見
る
見
る

う
ち
に
火
は
広
が
っ
て
い
く
。
ガ
ソ
リ
ン

臭
い
。
ま
た
、
焼
夷
弾
だ
。
私
は
、
必
死

に
舞
鶴
城
に
逃
げ
た
。

軍
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
に
乗
り
ま
し
た
。
小
便

は
、
甲
板
に
上
り
、
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
り

な
が
ら
し
ま
し
た
。
海
上
に
は
、
日
本
海

軍
の
機
雷
が
浮
か
ん
で
い
て
、
ア
メ
リ
カ

兵
が
銃
器
を
使
っ
て
機
雷
を
爆
破
処
理
し

て
、
ま
る
で
戦
場
の
よ
う
で
生
き
た
心
地

が
し
な
か
っ
た
で
す
。

　

荒
波
に
も
ま
れ
、
約
一
ヶ
月
間
の
乗
船

は
大
変
で
し
た
。
九
州
の
大
村
港
に
着
き

ま
し
た
が
、
桟
橋
も
な
い
浅
瀬
に
停
船
す

る
と
艦
の
後
尾
が
開
き
、
そ
れ
が
桟
橋
と

な
っ
た
の
で
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。
待
ち

に
待
っ
た
内
地
の
土
を
踏
み
、
艦
の
皆
で

日
本
に
帰
れ
た
こ
と
を
喜
び
合
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
故
郷
へ
帰
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
、
九
州
に
行
き
、
思
い
出

の
地
、
長
崎
の
大
村
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。

港
に｢

外
地
よ
り
引
き
揚
げ
者
の
地｣

と

い
う
碑
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
が
戦
争
を
二
度
と
し
な
い
、
平
和

な
国
で
あ
る
よ
う
に
と
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

城
の
近
く
に
き
た
時
、
頭
上
す
れ
す
れ

に
キ
ー
ン
と
金
属
的
な
音
が
し
て
、
ピ

カ
ッ
と
青
白
い
閃
光
が
走
り
、
ユ
ウ
ー
ユ

ウ
ー
と
音
を
立
て
て
焼
夷
弾
が
落
下
し
て

き
た
。
直
撃
を
避
け
つ
つ
、
息
せ
き
き
っ

て
城
の
そ
り
立
っ
た
大
石
垣
に
雨
蛙
の
よ

う
に
、
へ
ば
り
つ
い
た
。
ピ
カ
ッ
と
空
が

閃
く
と
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
不
気
味
な
音
を

立
て
青
く
赤
く
尾
を
引
い
た
火
の
玉
が
民

家
に
吸
い
込
ま
れ
、
次
々
と
火
柱
が
上
が

る
。
私
は
、
た
だ
た
だ
石
垣
に
へ
ば
り
つ

い
て
い
た
。

　

二
十
数
分
後
、
Ｂ
二
十
九
は
、
飛
び

去
っ
た
が
、
市
街
は
火
の
海
、
火
の
粉
が

降
っ
て
く
る
。
不
気
味
な
風
は
、
ゴ
ー

ゴ
ー
と
音
を
立
て
火
の
粉
と
黒
煙
を
渦
巻

か
せ
、
猛
火
は
時
々
、
ド
ド
ー
ン
と
大
音

響
を
た
て
て
爆
発
し
、
火
柱
は
天
を
焦
が

し
、
悪
魔
の
目
の
よ
う
に
赤
黄
色
に
変
化

し
、
渦
巻
き
、
火
蛇
が
狂
乱
す
る
地
獄
の

よ
う
で
し
た
。
私
は
、
た
だ
た
だ
悲
し
く
、

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
八

月
十
五
日
の
敗
戦
。
鮮
烈
な
映
像
は
心
の

奥
に
深
い
傷
跡
と
し
て
、
今
で
も
残
っ
て

い
る
。
戦
争
は
、
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
。
決
し
て
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

市
で
は
、「
平
和
を
考
え
る
10
日
間
」

の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
過
去
の
悲
惨
な

戦
争
を
振
り
返
り
、
平
和
へ
の
願
い
を
次

の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
62
年
か
ら
「
私
の
戦
争
体
験
記
」
と

し
て
戦
地
で
の
体
験
や
戦
時
中
の
生
活
の

体
験
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て

毎
年
広
報
へ
掲
載
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
も
８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
に
あ
わ
せ

て
戦
争
体
験
記
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
た

５
月
と
６
月
に
市
内
中
学
校
で
実
施
し
た

「
被
爆
体
験
を
聴
く
会
」
参
加
生
徒
の
感

想
文
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
隊
参
り
…
教
育
隊
内
の
仕
組
み
で
、
学
級

各
級
ご
と
に
ま
わ
る
こ
と

石
家
荘
…
現
在
の
河
北
省
の
市

ゲ
ー
ト
ル
…
ズ
ボ
ン
の
裾
を
押
さ
え
て
、
足

首
か
ら
膝
ま
で
を
覆
う
も
の
。

多
く
は
軍
服
用

焼
夷
弾
…
建
造
物
や
陣
地
を
焼
く
こ
と
を
目

的
と
し
た
砲
弾
や
爆
弾

小野澤　悟さん
（坂田在住）

私
の
戦
争
体
験
記

小宮山　勝さん
（坂田在住）

鮮
烈
な
映
像
・
甲
府
空
襲

私

の

戦

争

体

験

記

　わたしたちにとって忘れることのできない８月。広島と長崎に人類初の原子
爆弾が投下され、悲惨な戦争が終わったあの８月から68年の歳月が流れようと
しています。
　市では、過去の悲惨な戦争を振り返り、平和への願いを次の世代に伝えてい
くことを目的に、昭和57年から、毎年８月６日～15日の期間を「平和を考え
る10日間」として、平和をテーマにした、さまざまな事業を行ってきました。
　今年も、平和への願いを込め、次の事業を行います。

詳
し
く
は
詩
自
治
文
化
課

事業名 と　き ところ 内　　　容

平和講演会
「被爆体験を聴く会」

５月22日㈬
６月11日㈫

桶川中学校
桶川東中学校

講師：原　明範さん
　　　（埼玉県原爆被害者協議会しらさぎ会）

【事業は終了しました】

平和の折鶴募集 ６月17日㈪
　～７月12日㈮

市内公民館
など

平和を祈願した折鶴を集め、広島・長崎両
市に送付します。

【募集は終了しました】
平和を考える写真・
資料の展示

８月１日㈭
　　　～15日㈭

駅構内・見る
観るコーナー

戦災や平和に関する資料と横断幕を掲出し
ます。

平和のキャンペーン ８月６日㈫
午前７時～８時 駅東口・西口 街頭キャンペーンを実施し、本事業の趣旨

「恒久平和」を広く市民にアピールします。

サイレン吹鳴

①８月６日㈫
　午前８時15分
②８月９日㈮
　午前11時２分
③８月15日㈭
　正午

市内
①広島原爆投下時刻
②長崎原爆投下時刻
③終戦記念日
の３回に分けてサイレンを吹鳴します。

平和図書コーナー
８月６日㈫
　　　～15日㈭
※ただし８月12日㈪
　は休館日

市立図書館 図書館所蔵の平和関係図書の展示と、貸出
コーナーを設置します。

戦争体験記頒布 随時 自治文化課
昭和62年から平成18年の間に市民の皆さ
んから寄せられた体験記を頒布しています。
①いのちの伝言（500円）
②続いのちの伝言（200円）

■平和を考える10日間の事業

『
平
和
を
考
え
る
10
日
間
』（８
月
６
日
～
15
日
）

　わたしたちにとって忘れることのできない８月。広島と長崎に人類初の原子
爆弾が投下され、悲惨な戦争が終わったあの８月から68年の歳月が流れようと

　市では、過去の悲惨な戦争を振り返り、平和への願いを次の世代に伝えてい

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る

『
平
和
を
考
え
る
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｢

今
日
も
学
校
へ
行
け
る
の
は
、
兵
隊

さ
ん
の
お
陰
で
す｣

で
始
ま
る
軍
歌
の
独

唱
は
、
昭
和
十
六
年
に
成
立
し
た
国
民
学

校
へ
入
学
し
た
年
の
学
芸
会
で
し
た
。
以

来
、
松
脂
や
杉
葉
の
採
集
、
麻
や
向
日
葵

の
植
え
付
け
と
繊
維
や
種
の
収
穫
、
軍
馬

の
飼
料
と
な
る
干
草
作
り
の
ノ
ル
マ
な
ど

が
、
国
民
学
校
低
学
年
の
授
業
と
夏
休
み

の
宿
題
の
一
端
で
し
た
。
松
脂
は
飛
行
機

　

暑
い
夏
の
記
憶
、
大
き
な
仁
王
様
が

次
々
と
大
声
を
上
げ
な
が
ら
車
か
ら
降
り

て
く
る
。
今
ま
で
、
聞
い
た
こ
と
の
な
い

言
葉
だ
っ
た
。
今
思
え
ば
、
敗
戦
を
小
学

校
一
年
生
で
迎
え
た
年
、
目
に
し
た
仁
王

様
は
、
進

※

駐
軍
の
兵
隊
で
し
た
。
初
め
て

食
べ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
美
味
し
さ
、
恐

い
な
が
ら
も
、
大
き
な
手
に
あ
る
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
欲
し
さ
に
、
進
駐
軍
の
い
た
飛
行

学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
練
習
機
も
進
駐
軍

も
飛
行
学
校
か
ら
消
え
ま
し
た
が
、
建
物

は
残
り
、
そ
こ
に
焼
け
出
さ
れ
た
人
た
ち

や
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
た
ち
が
、

大
勢
、
疎
開
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
の
食

料
不
足
は
深
刻
で
、
生
き
て
い
く
た
め
に

食
べ
ら
れ
る
も
の
は
何
で
も
食
べ
ま
し
た
。

子
供
な
が
ら
に
戦
後
の
ひ
も
じ
さ
は
体
が

覚
え
て
い
ま
す
。
疎
開
し
て
き
た
学
童
は
、

勉
強
は
で
き
る
、
喧
嘩
は
強
い
、
足
は
速

い
、
セ
ン
ス
は
良
い
、
憧
れ
の
的
で
し
た
。

　

当
時
の
道
路
は
、
砂
利
道
で
、
バ
ス
は

木
炭
車
、
橋
は
潜
水
橋
で
し
た
。
鉄
道
は

の
燃
料
に
、
麻
の
繊
維
は
落
下
傘
の
材
料

に
な
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
浦
和
市
立
高
砂

国
民
学
校
の
二
年
生
に
進
級
し
て
か
ら
の

新
聞
配
達
で
す
。
早
朝
、
集
配
所
に
集
ま

り
、
五
、
六
種
類
、
約
三
十
部
ほ
ど
の
新

聞
を
仕
分
け
、
油
紙
で
包
み
左
手
で
抱
え

て
の
配
達
で
し
た
。
今
と
異
な
り
、
外
灯

は
な
く
、
路
地
や
小
道
は
暗
く
、
怖
く
て
、

一
目
散
に
息
せ
き
切
っ
て
明
る
い
道
に
戻

り
ま
し
た
。
新
聞
受
け
も
小
学
校
低
学
年

の
児
童
で
は
届
か
な
い
家
も
あ
り
、
特
に

冬
の
雨
の
日
な
ど
は
、
た
だ
た
だ
、
ど
う

し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
童
と

は
い
え
、
日
本
男
子
で
す
。
弱
音
を
吐
く

の
は
タ
ブ
ー
で
し
た
。
新
聞
は
、
植
え
込

み
の
下
な
ど
に
濡
れ
な
い
よ
う
に
と
、
小

さ
く
畳
ん
で
、
そ
っ
と
置
く
の
で
す
が
、

蒸
気
機
関
車
で
、
座
席
は
ボ
ッ
ク
ス
式
、

座
席
の
下
に
は
ヤ
ミ
米
を
入
れ
、
連
結
器

の
間
に
跨
っ
て
通
学
す
る
よ
う
な
状
態
が

昭
和
三
十
二
年
頃
ま
で
あ
っ
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。

　

上
野
公
園
に
は
、
今
で
言
う
ホ
ー
ム
レ

ス
の
よ
う
な
住
ま
い
や
仕
事
が
な
い
人
た

ち
で
あ
ふ
れ
、
傷
痍
軍
人
が
汚
れ
た
白
衣

を
着
て
、
あ
ち
こ
ち
で
募
金
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
東
京
タ
ワ
ー
の
建
設
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
で
浮
か
れ
て
い
た
昭
和
三
十

六
年
頃
に
は
、
白
衣
姿
の
傷
痍
軍
人
の
人

銃
後
の
守
り
…
戦
場
の
後
方
、
直
接
戦
闘
に

は
参
加
し
な
い
で
戦
争
を
支

援
し
て
い
る
国
民（
主
に
女

性
と
子
供
）の
こ
と

進
駐
軍
…
日
本
に
進
駐
し
た
連
合
国
軍
の
俗
称

福田　太郎さん
（下日出谷西在住）

砂川　忠夫さん
（若宮在住）

無
理
無
体
な
銃
後
の
守
り

私
の
見
聞
し
た
戦
争
体
験

た
ち
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
、
何
人
か
は
見
か
け
ま
し
た
。

　

戦
争
で
散
っ
た
多
く
の
人
、
外
地
に
残

さ
れ
た
幼
子
、
抑
留
さ
れ
た
人
、
そ
れ
ら

の
方
々
の
大
き
な
命
の
代
償
、
犠
牲
を

払
っ
て
築
か
れ
た
今
日
の
生
活
で
す
。
悲

惨
な
戦
争
は
、
い
か
な
る
理
由
に
せ
よ
絶

対
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
若
者
や
孫
た

ち
に
伝
え
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
と
違
っ
て
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
と
い
っ
た
便

利
な
も
の
は
な
い
時
代
で
し
た
。
登
校
前

に
新
聞
を
三
十
軒
近
く
間
違
い
な
く
配
る

の
は
、
八
歳
の
児
童
に
と
っ
て
、
と
て
つ

も
な
い
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
時
々
、
数

や
種
類
が
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
仕
方
な
く
、
最
後
の
家
は
残
っ
た
新

聞
を
配
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
幸
い
な
こ

と
に
終
わ
り
の
ほ
う
に
、
数
紙
を
購
読
し

て
い
る
町
工
場
が
あ
り
、
そ
こ
で
帳
尻
を

合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
子
供
な
が
ら
の
精
一
杯
の
知
恵
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
社
長
さ
ん
が
時
々
、
門

前
で
待
っ
て
い
て
、
叱
ら
れ
る
の
が
ど
う

に
も
辛
く
悲
し
い
も
の
で
し
た
。
申
し
訳

な
い
と
反
省
し
、
謝
る
の
で
す
が
対
策
の

立
て
よ
う
が
な
い
の
で
す
。
能
力
を
超
え

た
無
理
を
承
知
の
、
無
理
無
体
な
銃

※

後
の

守
り
で
し
た
。
足
り
な
く
な
る
と
逃
げ
帰

り
、
余
る
と
、
ち
ぎ
っ
て
川
に
流
し
ま
し

た
。
余
っ
て
持
ち
帰
る
と
、
家
で
待
っ
て

い
る
母
に
叱
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

　

今
、
入
学
式
に
は
、
父
母
ど
こ
ろ
か
祖

父
母
ま
で
同
伴
す
る
と
い
う
時
代
で
す
。

こ
れ
も
、
平
和
な
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
で
す
。

憲
法
論
議
も
か
ま
び
す
し
い
昨
今
、
幼
い

日
に
経
験
し
た
理
不
尽
を
、
書
き
留
め
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
に
駆
ら

れ
た
次
第
で
す
。

被 爆 体 験 を 聴 く 会 感 想

　今回の講演会を聴いて、改めて原爆・戦争の恐ろ
しさを知りました。今までに何回も原爆や戦争の話
を聞いてきましたが、どこか他人事のように感じて
いたように思います。でも今日、実際に被爆した方
のリアルな話を聴き、とてつもなく惨いものだと怖
くなりました。被爆体験のお話では、そのときの様
子が浮かぶように細かく、鮮明な話をしてください
ました。特に原爆が落とされたときのお話は、とて
も恐ろしいものでした。建物の外側と内側、たった
少しの差で生死をわけてしまうということが、どん
なに辛いことなのか私には想像もつきません。その
後の幼なじみの中森さん兄弟の様子は、目を覆いた
くなるような光景だったと思います。たくさんの人
が、ひどい火傷、怪我を負い、自ら死を選ぶほど苦
しいだなんて本当に地獄のようだと思いました。ま
た、アメリカの対応は、とてもひどいものだと思い
ました。たくさんの人が死んでいたのにもかかわら
ず、トラック一台分の医薬品しか支援しないだなん
て信じられません。ですが、全ての原因は、戦争に
あると思います。戦争を起こしたからこそ多くの人

が死んでいったのです。私たちは、戦争の怖さを知
り、こんなことは二度と起こさないように必ずしな
くてはならないと思いました。
　最後に、講演会を振り返ってみて、このことをずっ
と忘れず、後世まで伝えていくことが大切だと思い
ました。私たち子供にできることは限られています。
そんな中でも、今日のことを覚えていて、まだ戦争
や原爆のことを知らない子供たちに教えていくこと
が私たちの役目だと思います。さらに、署名や募金
など、私たちができることを少しずつでもやってい
けたらいいなと、思います。

平和講演会「被爆体験を聴く会」 （東中学校）

　 高橋　里沙さん（桶川東中学校３年）

　私はこれまで、戦争は教科書の歴史の一部としか
捉えておらず、身近に感じることはありませんでし
た。しかし今回、実際に被爆した方から「生」の体
験を聴き、戦争はそんなに昔のことではないのだと
感じるとともに、これまで私が知らなかった戦争や
原爆の真実を知ることができました。例えば、米軍
が原爆を落とした目的はその殺傷能力を試すためで
あり、広島の多くの人々が屋外に出る時間帯を狙っ
たことや、投下後に治療も救援活動もせず、被爆の
被害をひた隠しにしたことを初めて知り、その残忍
さに怒りを覚えました。
　私は講演会の後、人はなぜ戦争という非道な行為
ができるのかと考えました。私は、儲けたい、独占
したいといった人間の欲が戦争の一因ではないかと
思うようになりました。しかしその欲は、戦争の恐
ろしさや悲しさを知ることで抑制できます。講師の
方も、「戦争や原爆の惨状を知ることは、同じ過ち
を繰り返さないためにとても重要だ」とおっしゃっ
ていました。私は、本当にその通りだと思います。

　また、痛みを「想像する」ことも大切だと思いま
す。私は、もし自分や家族や友人が原爆で被爆した
らと想像してみました。様々な夢や希望や絆が、一
発の原爆で一瞬にして全て消えてなくなってしまう
と考えると、とても悲しく、悔しい気持ちになりま
した。「想像する」ことは、戦争の犠牲になった人
たちの痛みを少しでも共有し、記憶を風化させない
ことにつながります。私たちには、戦争や原爆の恐
ろしさや愚かさを伝えていく責任があります。今、
私たちが「平和」に暮らしていけることに感謝し、
その有り難い平和を世界に広げていきたいです。

平和講演会「被爆体験を聴く会」 （桶川中学校）

　 森田　美保さん（桶川中学校３年）
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　９月16日の敬老の日を迎えるにあたり、長年にわたり社会に貢献され、また桶川市を温かく見守り、
育てていただいた皆様に心から感謝し、お祝い申し上げます。
　わが国の平均寿命も延び、国際的にも長寿国の一員となっております。これもひとえに皆様方の日
ごろの健康管理へのご努力と、医療の進歩が要因に挙げられます。
　そうした高齢者の方お一人おひとりが、これまでの豊富な知識と経験を活かし、健康で充実した生
活が送れますよう、また生涯にわたって生きがいを持ち、安心して暮らすことができますよう、ご祈
念申し上げまして９月の敬老事業をご案内します。
（※満年齢は、平成25年度内に迎える年齢となります。）

◎祝・敬老「鳥羽一郎　歌謡ショー」
　と　き▶９月８日㈰
　　　　　午前の部（午前10時30分開場）
　　　　　午後の部（午後２時開場）
　ところ▶市民ホール
　販　売▶市民ホール受付
　問合せ▶市民ホール☎789－1113

【対象者の年齢と支給金額】
　満80歳、88歳、90歳、
99歳および101歳以上▶10，000円
　満100歳▶100，000円
　贈呈方法▶地域の民生委員を通じて贈呈
　　　※満100歳の人は、誕生月の
　　　　贈呈となります。

　自治会や地域などが行う敬老事業に対
して、その事業費の助成を行います。

と　き▶９月５日㈭午前11時～
ところ▶べに花ふるさと館
　　　　中庭ステージ（雨天時は母屋２階）
申込期間▶８月５日㈪～12日㈪
対象者▶60歳以上（先着30人）
問合せ▶老人福祉センター
　　　　☎728－1122

◎「べに花ふるさと館」の食事割引き
　内　容▶うどん、そばを75歳以上の人は半額、88歳

以上の人は無料
　期　間▶９月１日㈰～30日㈪午後１時～８時
　　　　　日曜日は利用できません。
　　　　　月曜日は休館です。
　　　　　16日、23日（月・祝）は開館し、
　　　　　翌日は休館となります。
　利用方法▶8月下旬に郵送される「食事券（はがき）」

を提示してください。
　　　　　（期間中１回限定・本人のみ有効）
　問合せ▶べに花ふるさと館☎729－1611

詳しくは 詩高齢介護課

「長寿を祝して」
９月敬老事業のご案内

け や き 文 化 財 団 主 催

と　き▶９月５日㈭午前11時～
ところ▶べに花ふるさと館
　　　　中庭ステージ（雨天時は母屋２階）
申込期間▶８月５日㈪～12日㈪
対象者▶60歳以上（先着30人）
問合せ▶老人福祉センター
　　　　☎728－1122

【対象者の年齢と支給金額】
　満80歳、88歳、90歳、
99歳および101歳以上▶10，000円
満100歳▶100，000円
贈呈方法贈呈方法▶▶地域の民生委員を通じて贈呈地域の民生委員を通じて贈呈

　　　※満100歳の人は、誕生月の
　　　　贈呈となります。

　自治会や地域などが行う敬老事業に対
して、その事業費の助成を行います。

　対象者▶75歳以上の人
　利用期間▶９月１日㈰～30日㈪１か月間
　利用方法▶８月下旬に郵送される「バス無料

乗車券（はがき）」を提示してくだ
さい。

（※満年齢は、平成25年度内に迎える年齢となります。）

対象者▶75歳以上の人
利用期間▶９月１日㈰～30日㈪１か月間
利用方法▶８月下旬に郵送される「バス無料

乗車券（はがき）」を提示してくだ
さい。

市内循環バス
「べにばなGO」の無料乗車

老人福祉センター
「カラオケ発表会」

敬老祝金の贈呈

地域等敬老事業助成金


